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令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 介護支援専門員支援事業 担当部 福祉部

事業期間 平成１２年度 ～ 令和６年度以降 担当課 介護保険課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

9
展開
方向

1 担当係 保険資格係

目 4 大 3 中 1予算区分 一般会計 款 3 項 2

対象
（何･誰を対象

に）

介護支援専門員（ケアマネジャー）

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

事業は小牧市介護支援専門員連絡協議会に委託して実施している。

●事業の見直し
 令和元年度までは介護支援専門員の実務経験によりスタンダード・ステッ
プアップ・スーパーバイザーと3つのコースに分けてカレッジ形式で研修を
実施してきたが、新規介護支援専門員の減少や研修過多等の問題により
見直しを行い、令和2年度より県の主任介護支援専門員更新研修の要件
を満たす研修を単発で年4～5回実施することとした。
●令和3年度の実施内容
　①8/23参加者43人　②11/11参加者39人　③12/20参加者43人　④2/18
はコロナにより延期
●直接経費（令和3年度）
　委託料280,100円（4回目研修中止により△46,050円）
●直接経費（令和4年度）
　委託料308,000円

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

小牧市介護支援専門員研修事業実施
要綱

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

介護サービス利用のためのケアプラン作成を行う介護支援専門員に対し、
より専門性の高い知識、技能、実践力を習得するための研修を実施するこ
とにより、各々の利用者の状況に合わせた質の高いケアプランを作成し、
適切かつ効果的な介護サービスの利用につなげる。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金 ― ― ―

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 823 292 321 281

計（A） 823 292 321 281

―

その他 ― ― ― ―

予算額 823 823 352 341 308

対前年比 ― △ 64 9 △ 12

0
その他職員（時給×時間） 0 0 0 0

正規職員（平均賃金） 75 75 75 75

正規職員 0.01 0.01 0.01 0.01

その他職員 0 0 0

事業費合計（C＝A＋B） 898 367 396 356

計（B） 75 75 75 75

人
件
費
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（３）業績

単位

1

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 9 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

122 211 125

R4

成
果
指
標

延べ受講者数
(各研修の受講者数

合計）
人

― ― ― ― ―

175

活
動
指
標

研修回数 回
― ― 4 4

22 4 5 3

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a）
（少なくとも１回以上受講し

た人数）
人 28 75 82 79

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 32,066 4,891 4,827 4,504

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

　令和2年度以降、研修形態を見直し、年4回程度と研修回数を減らして実施して
いるが、実務年数に関係なくいずれの研修にも参加可能としたことにより、より多
くの介護支援専門員が受講できている。

今後の実
施内容

　介護支援専門員に対する研修は、ケアプランの質の向上及び適切かつ効果的
な介護サービスの利用を図るために必要であるため、引き続き実施していく。
　事業内容については、介護支援専門員の要望等を聴取しつつ、小牧市介護支
援専門員連絡協議会や地域包括支援センターを管轄する地域包括ケア推進課
と連携を取りながら、必要に応じて見直しを図っていく。

事務事業評
価による額
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